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公益財団法人ふくい産業支援センター 

令和３年度  事 業 報 告 

概 要 
 

当センターでは平成３１年３月に福井県が改訂した「福井経済新戦略」にもとづき、県

内企業の新分野進出等を促進する中核的支援機関として県や他の機関等と連携を図りなが

ら、新しい取り組みに意欲的にチャレンジする企業を積極的に支援しました。 
 

 県が新たに開設した「ふくいＤＸオープンラボ」の運営を行うほかＤＸ関連セミナーや

専門家チームによる企業相談や専門家派遣、ＤＸ社内人材育成研修の開催を実施しました。 

また、ＤＸ化を促進するために必要なＩＴシステム導入の費用を支援するために、ＩＴ

導入支援補助金、ＩｏＴ・ＡＩ・ロボット等導入促進事業補助金、５Ｇ通信環境を活用し

た実証事業補助金の助成を行いました。 
 

ベンチャー企業の成長、新事業進出促進の伴走型支援を行い、専門家を配置したベンチ

ャー向け相談窓口の設置、創業意欲醸成セミナーや創業者プレゼン会、創業塾の開催、ベ

ンチャー企業経営者に向けた戦略塾やベンチャーピッチ、専門家による個別メンタリング

を実施しました。 

 

従来の県内外への販路開拓を希望する企業の業種の対象を食品から県産品へと拡大し、

食品および生活雑貨関連業者を対象に大規模専門展示会への出展支援や、今年度は新たに

百貨店等の県外流通業者との Web 商談会を開催しました。また、県内企業の越境ＥＣを活

用した販路開拓について、越境ＥＣコンサルタント会社と県内企業とのマッチング会を実

施し、越境ＥＣコンサルタントによる伴走型支援を行いました。 

 

ふるさと産業の成長発展の促進を図るため、高い成長意欲と優れた技術を持つ中小企業

の企業規模拡大に向けた新事業展開の取り組みに対して助成しました。 
 

「ふくいオープンイノベーション推進機構」で行う、産学官金連携による研究開発プロ

ジェクトで得られた研究開発成果を新規分野に転用することにより、製品化を支援し、売

上げの拡大を支援しました。 
 

「福井ものづくりキャンパス」における講座・教室等の開催などに加え、デザイン導入

時の課題解決や商品・サービスの実現につながるセミナーや展示販売会の開催など総合的

にサポートすることで、売れる商品づくりを支援しました。 
 

中小企業産業大学校において、体系的な集合研修のほか、「ものづくり改善インストラク

タースクール」を継続して開講し、幅広い人材の育成を支援しました。また、現場での実

践・展開を通して具体的な生産性向上につなげる「改善提案の具体化」を行うことで、よ

り多くの県内ものづくり企業の生産改善活動を支援しました。 



事業報告 

 

経営相談、創業・経営革新支援、経営情報の収集・提供に関する事業 

【公益目的事業１】（３２４，９０６，６６８円） 
 

県内中小企業等が抱えるさまざまな経営課題に対して、各分野の専門家の適切な助言

や施策あっせん、創業間もない企業や新商品開発・新事業展開に取り組む企業への事業

計画作成支援・課題解決への助言および取組みの推進、中小企業のＩＴ活用の促進、企

業経営に役立つ地域経済・産業および中小企業動向等に関する情報提供を行いました。 

 

（１）ふるさと企業成長促進（８，６８８，３６６円） 

①オンライン総合相談窓口 

企業経営に関する幅広い知識とＩＴや生産現場改善等の専門的なノウハウを持

つ中小企業診断士を常時配置し、電話やビデオ通話も活用しながら創業、経営革

新、生産性向上等の相談に対して支援施策の提案を含めた適切な助言を行いまし

た。なお、嶺南サテライトオフィスでも相談に対応しました。 

○相談実績 １，５１４件   うちオンライン相談 ５７４件 

               うち嶺南相談  ２８８件 

《主な相談内容》 

① 融資・補助金に関する相談（２８％） 

② 経営指導に関する相談  （１８％） 

③ 新規創業に関する相談  （ ９％） 

④ 販路開拓に関する相談  （ ８％） 

⑤ 経営革新に関する相談  （ ４％） 

⑥ 情報提供に関する相談  （ ３％） 

○経営革新承認件数 ２６件 
 

②専門家派遣 

経営革新計画や事業継続力計画等に関わる相談について、民間の専門家を派遣

（３回まで無料、４、５回は上限１万円企業負担）し成果目標の達成を支援しまし  

た。 

○派遣先企業数 １０社   派遣回数 ４１回 

○登録専門家数 ３４人 

 

（２）よろず支援拠点［経済産業省委託］（４０，５２４，６１０円） 

中小企業・小規模企業者の経営支援体制をさらに強化するために国が設置した本

県の「よろず支援拠点」として、新型コロナで売上減少などの影響を受けている事

業者や新規事業に取り組む事業者等に対し、支援施策の活用に関する助言や総合

的・先進的経営アドバイスをワンストップで行いました。 



    《チーフコーディネーター》１名 《コーディネーター》１６名 

○相談実績 ５，５２４件 

 

（３）高度化事業診断（９７５，２９５円） 

県が実施する中小企業高度化事業に伴う診断業務を受託しました。 

○診断件数  ２件 

 

（４） 新 ＤＸ(デジタルトランスフォーメーション)推進（５６，４５１，６２０円） 

   ＤＸに取り組む企業のための拠点施設を運営するとともに、専門家によるアドバ

イス、社内人材の育成研修、研究会の開催等の取組みをとおして、デジタル技術活

用のレベルアップを図り、県内企業のＤＸ推進を支援しました。 

①ふくいＤＸオープンラボの運営 

     県内でのＤＸを促進し、県内企業のデジタル技術による業務やビジネスの変革

を促進するため、最新のＡＩアプリケーションやサービスロボット、ＩｏＴ機器

等のビジネス活用や技術に関する体験や導入事例の展示コーナーの運営、県内企

業のＤＸに関する相談対応、各種セミナーや勉強会、研究会等を実施する「ふく

いＤＸオープンラボ」を運営しました。 

（ア）ふくいＤＸオープンラボの運営 

  ○令和３年６月１４日 開設（福井県産業情報センター１階） 

○来訪者数 ３，０４４人 相談対応件数 １４１件  

（イ）最新のデジタルツールの体験やＤＸ事例展示コーナーの設置 

○年３回更新 新規６点展示 

（ウ）勉強会、研究会の開催 

  ○勉強会開催数 １５回  参加者数 １８２名 

  ○研究会開催数 ３種２４回 参加者数 ４６名  

 

②ＤＸ推進チームの創設 

       ＤＸ戦略アドバイザーを中心に、ＩＴ専門家やＡＩ・ＩｏＴの技術に詳しいス 

タッフ等によるＤＸ推進チームを創設し、相談対応等をつうじて県内企業のＤＸ 

推進を支援しました。 

      なお、外国人ＩＴ人材については、新型コロナ感染拡大の影響で来日できず採 

用に至りませんでした。 

 

③セミナーおよび企業視察会の開催 

  ＤＸ化の促進に資するためのセミナーを開催しました。なお、新型コロナ感染 

拡大により、企業視察会は中止しました。 

○セミナー開催数 ８回  参加者数 ８０１名 



 

 

  ④ＤＸ専門家派遣 

     ＤＸの企画・導入を指導できる専門家を派遣し、デジタル技術による業務改善 

や生産性向上、ビジネス変革に向けた実践的なアドバイスを行いました。 

  ○専門家派遣件数 ５０社   

 

  ⑤ＤＸ推進人材研修 

中小企業者等がＤＸを推進する際に必要な社内人材を育成するための研修会 

を実施しました。 

    ○経営者向けＤＸ推進ワークショップ（２日間） １回 参加者数 ７名 

○ＩｏＴ・ＡＩ活用人材育成講座（６日間）   １回 参加者数１２名 

○ＲＰＡ入門講座               １回 参加者数１８名 

○データサイエンス講座            １回 参加者数２０名 

○アジャイルセミナー              １回 参加者数７４名 

○ＩＴ技術者向けアジャイル研修（４日間）    １回 参加者数３３名 

○学生等を対象としたＩＴスクール 

  短期集中コース（約２ヵ月）       １回 修了者数１５名 

       長期コース（約４ヵ月）         １回 修了者数２０名 

 

（５）福井県産業情報センター運営（１２２，９０５，４６８円） 

①産業情報センター施設運営 

県からの指定を受け、福井県産業情報センターの各施設・設備の貸出業務や

維持管理等の運営業務を行います。小割化した入居施設やコワーキング（*）スペ

ース、マルチメディアサポートセンターに整備した４Ｋカメラや編集機器、イ

ンターネット配信機器等の最新映像機器を有効に活用しＩＴベンチャーが利用

しやすい環境を提供して、情報化に関連した創業者の育成、情報産業振興の拠

点施設として利用促進を図りました。 
 
※フリーランスの方や起業家などが事務所スペース、会議室、打ち合わせスペースなどを
共有しながら独立した仕事を行う新しいワークスタイルです。 

 
 

＜施設の入居および貸出件数＞ 

○インキュベートルーム、共同研究室、技術開発室の入居件数 ３６６件 

○マルチホール、会議室等の貸出件数            ８９８件 

○マルチメディア制作コーナーの貸出件数          １７８件 

○嶺南支所パソコン実習室の貸出件数             ２２件 

（同室の相談等貸出以外の件数           １，４５８件） 
 



②情報化人材育成   

県内の情報化人材の育成・確保を図り、中小企業等の情報化を支援するため、

日常業務に役立つ実践的な研修やインターネット販売等の電子商取引（ＥＣ）、

ＩｏＴやビッグデータ分析などの各種研修を、産業情報センター、情報センタ

ー嶺南支所もしくはオンラインの手法を活用して開催しました。 

また、１１月からは遠隔地で開催している専門的な研修を受講できる「サテ

ライト研修」を新設すると共に、新型コロナウィルス感染症感染防止のため研

修参加を自粛している企業でもオンラインの手法により参加ができるよう必要

な設備を整備しました。 

○ＩＴコース ５４講座（７３回）   受講者数 ７９６人 

○サテライト研修 ３０講座（３０回）   受講者数 ４４人 

 

（６）拡 ＩＴビジネスマッチング推進（１，１５８，６７２円） 

県内企業の県外企業とのビジネスマッチングの機会を提供するために、県内ＩＴ

企業の県外の展示会への出展を支援しました。 

また、ＩＴ企業リストを作成し、ＩｏＴ・ＡＩ・マルチメディア分野など「次世

代ＩＴ」を利用している県内のＩＴ企業の情報の周知を図りました。 

①県内ＩＴベンチャー企業の県外展示会への出展支援 

○補助率：１／２   補助上限：３００千円 

○採択事業数 ５件  交付決定額 １，３１５千円 

 

②県内ベンチャー企業と中小企業とのビジネスマッチング（共同出展） 

   ○ふくいＩＴフォーラム 2021 共同出展 ７社 

 

③ＩＴ関連企業の業務内容調査 

掲載社数 ４７社 

 

（７）ＩＴセミナー（２６４，３６０円） 

鯖江市で取り組まれている企業のＤＸ推進策やＤＸ推進にあたり有効な補助金の

紹介、ＧｏｏｇｌｅサービスやセールステックなどＤＸで活用できるツールの紹介

などに関するセミナーを開催しました。 

○ビジネス活用セミナー   ２回   受講者数 ５４人 

 

（８）学生ソフトコンペティション（６０４，６２３円）  

学生対象のソフトウェアコンペティションを実施しました。アプリケーション作

品などを公募・審査し、次世代を担う IT 技術者の発掘・育成を図りました。 

募集期間：令和３年６月７日～１０月１５日 



応募点数：１８点 

審  査：（予備審査）令和３年１１月１３日（土） 

（本審査）  令和３年１１月２７日（土） 

表  彰：○福井県ソフトウェア大賞 １点 

○優秀賞 ２点 

○福井県ＩＴ産業団体連合会会長賞 １点 

○協賛企業賞 ９点 

     表 彰 式：令和３年１２月１８日（土）（福井県産業情報センター） 

 

（９）支援センター見える化強化（５，８４６，５３７円） 

情報誌やホームページ、イベント開催等を通じて、当センター事業や成果のほか、

企業経営や産業に関する情報を広く発信しました。 

①情報誌「Ｆ-ＡＣＴ」 

最新の経済トピックスをテーマとした特集や、経営、マーケティングに役立

つ連載、新事業に取り組む県内企業インタビューなど、県内企業に役立つ情報

を掲載した情報誌を隔月で発行しました。 

○年６回（奇数月発行）  発行部数 ３，４００部／回 

 

②インターネットによる情報提供 

当センターホームページをより利用しやすくリニューアルするほか、ＳＮＳ

を積極的に活用して、企業に役立つ情報をタイムリーに発信しました。 

 

③情報センターを会場としたイベント 

kumando ウィークとして、ソフトパークふくい(協)と連携し、情報化をテー

マとした基調講演やワークショップ、セミナー等を情報センタービルにて集中

的に実施しました。新型コロナ対策の一環として、オンライン参加も導入しま

した。 

○基調講演 １回  参加者数 ６３名(オンライン視聴者含む) 

○ワークショップ ２回  参加者数６０名 

（参考）他の事業によるセミナー等 ３回  参加者数 １２３名 

 

④冊子やパネルによる広報 

支援成果を紹介するパネル展の開催や、パンフレット、活用事例集、中小企 

業施策ハンドブック等を作成・配布して事業の周知に努めました。 

  

（１０）ふくいナビ等機器管理（９，１０５，４１８円） 

「福井県産業情報ネットワーク」（愛称：「ふくいナビ」）の機器管理およびホーム

ページやメールマガジンの運営を行い、中小企業支援機関における情報の共有化を



推進しました。 

〇メールマガジン「ふくいナビ情報」講読者数 ２，００８人（令和３年度末現在） 

 

（１１）新 ベンチャー創出プロジェクト（５，１３８，５６４円） 

福井ベンチャーピッチを中心に、セミナーの開催や専門家による相談・助言を行

うことにより、成長意欲の高い企業経営者の成長実現を支援しました。 
 

①ベンチャー向け相談窓口の設置 

ユニークなビジネスモデルでの起業・成長を伴走型で支援するベンチャー  

ブラッシュアップアドバイザーを３名配置し、相談対応を行いました。  

◯相談実績 ７９件 

 

②ベンチャー機運の醸成 

    （ア）ベンチャービジネス創出セミナー 

成長意欲の高いベンチャー企業経営者を対象に、「福井発ベンチャーの今と未

来を語る」と題したセミナーを開催しました。 

      ○開催回数：１回  参加人数 ２７０名（会場６２名・オンライン２１８名） 

    （イ）福井ベンチャービジネスゼミ 

経営者として戦略を持って事業拡大するために必要な実践力を養成すること

を目的に、ランチェスター経営戦略を基本から学ぶ、グループワーク形式の経

営戦略勉強会を開催しました。 

      ○開催回数：４回（シリーズ） 参加人数 ４０名 

    （ウ）創業者プレゼン会 

２９歳以下の創業者を対象にビジネスプレゼンづくりを通してビジネスモデ

ルをブラッシュアップする「Ｕ２９限定『ビジネスプレゼン合宿』」を開催しま

した。 

      ○開催回数：１回（２日間）  参加人数  ５名 

 

③ベンチャー育成支援 

    （ア）ベンチャー戦略塾の開催 

      ベンチャー企業経営者等を対象とした勉強会を開催しました。 

      ○開催回数：６回（シリーズ） 参加人数 ２８名 

    （イ）福井ベンチャーピッチの開催 

      ベンチャー企業経営者と支援機関（ベンチャーキャピタル、金融機関等）と 

の交流の場をつくり、ビジネスパートナー獲得や資金調達等を支援しました。 



      ○開催回数：１回  登壇者５名 参加人数２５６名 

（会場８３名・オンライン１７３名） 

    （ウ）福井アクセラレーションメンタリングの実施 

      福井ベンチャーピッチに登壇した経営者向けの専門家による個別メンタリン

グ（事業計画実現に向けたアドバイス）を開催しました。 

      ○開催回数：５回  参加人数 ２５名 

 

 

販路開拓支援に関する事業【公益目的事業２】（６８，０９８，３８６円） 

県内中小企業の自社商品の情報を広く発信するとともに、各種商談会・展示会への出

展を後押しすることで、県内外および海外企業との取引拡大と受注の安定を支援しまし

た。 

 

（１）新 ふくいの県産品マッチング機会創出支援（１０，８３９，１９９円） 

県内外への販路開拓を希望する食品や県産品関連業者を対象に、大規模食品専門

展示会への出展支援や百貨店等の県外流通業者との Web 商談会の開催等により、取

引マッチングの機会を提供しました。 

また、ＷＥＢサイトを活用した商品情報の提供や食品バイヤーとの個別取引マッ

チングなどを行いました。 

①大規模専門展示会「東京インターナショナル ギフト・ショー」への出展支援 

出展企業 全８社       

来場者数 １２０，７６８名（主催者発表） 

②大規模専門展示会「スーパーマーケット・トレードショー」への出展支援 

出展企業 全２２社      ※支援センター１８社、敦賀商工会議所４社 

来場者数 ４２，８８５名（主催者発表） 

③県外流通業者との個別商談会の開催 ２回 

・第１回ふくいの県産品オンライン商談会（対象商品：食）  

  参加企業 全１７社     参加バイヤー数 全１０社 

  商談件数 全４５件 

・第２回ふくいの県産品オンライン商談会（対象商品：雑貨） 

  参加企業 全１６社     参加バイヤー数 全５社 

 商談件数 全３１件 

④県外でのテストマーケティング旅費支援  

⑤食品バイヤー向けＷＥＢサイトの運営 

○登録企業数 ９０社   （掲載商品累計 ２６１品目） 

○展示商談会やＷｅｂサイトを通じたマッチング件数 ４６９件 

   



（２）新 越境ＥＣを活用した販路開拓支援事業（４，０９２，５４２円） 

県内企業の越境ＥＣ参入への関心が高まる中、越境ＥＣを活用した販路開拓に 

ついて、参入から、販売促進、課題分析による改善までを伴走型で支援しました。 

    ○越境ＥＣコンサルタントと県内企業とのマッチング会 

     令和３年６月３０日（水） 13：30～17：00 

越境 ECコンサルティング企業：６社 ※うちオンライン参加 ５社 

県内企業：１９社（面談件数：５２件） 

    ○越境ＥＣコンサルタントによる伴走型支援    １０社 

      

（３）下請かけこみ寺（４４４，９６５円）（(公財)全国中小企業振興機関協会委託事業） 

下請取引の適正化を推進するため、｢下請かけこみ寺｣相談窓口において、専門家

による相談対応や紛争解決の支援を行うほか、県内各地において弁護士による移

動法律相談会を開催しました。 
 

①相談業務 

中小企業の取引に関する相談窓口「下請かけこみ寺」を設置し、専門家が対

応しました。また、下請取引上で発生した苦情やトラブルについて、登録弁護

士が無料で相談に応じました。 

○相談件数    ６１件 

○無料弁護士相談 １３件 

 

②裁判外紛争解決（ＡＤＲ）業務 

中小企業者が抱える下請取引等に関するトラブルを、裁判外紛争解決（ＡＤ

Ｒ）手続きにより調停を実施し、迅速な解決を図るため、県内企業に対して制

度の紹介など普及啓発を行いました。 

 

③移動相談会等の開催 

中小企業者の取引に関する相談について、登録弁護士が出向き「移動相談会」

を開催しました。 

○開催回数 ６回   相談件数 ４件 

 

（４）下請支援体制整備（９８４，４５９円） 

都道府県における中小企業支援の中核的な支援機関として、全国協会と連携し

実施する事業のほか地域中小企業の振興・発展に係る支援事業を実施しました。 

 

（５）拡 海外事務所運営管理（３１，０４４，３５４円） 

福井県が中国・上海に開設している海外事務所の運営管理を行いました。 

○国際展示会・商談会への出展支援 



 ・中国国際進口博覧会（上海）、華東交易会（上海）、FOOD TAIPEI（台湾）、

浙江省義烏輸入博覧会（浙江省・義烏市）、ものづくり商談会（上海） 

 
 

資金支援に関する事業【公益目的事業３】（３０８，９５１，８７６円） 

県内中小企業等の地域資源を活用した商品開発や新分野展開、県内ものづくり企業へ

の技術系人材の就職促進に対して資金支援を行うことや、必要な設備の割賦販売を行い

ました。 

 

（１）拡 ふくいの逸品創造ファンド（９，５１４，５０３円） 

地域産業の活性化を図るためにふくいの逸品創造ファンドの運用益で、地域資源

を活用した中小企業等の商品開発や販路開拓等に対して助成しました。 

①地域資源を活用した新商品開発・販路開拓支援 

県内の特色ある産業資源（福井の強み）を基に、顧客ニーズを的確につかん

で商品計画を立て、最も有利な販売経路を開拓する中小企業等の取り組みに対

して、市場調査やテストマーケティング、販路開拓等の経費の一部を助成しま

した。 

○対 象 者  県内に事業所を有する中小企業等 

○助成条件 

（ア）地域資源を活用した新商品開発および販路開拓 

助成率 中小企業者１／２  小規模企業者２／３ 

助成限度額 ２，０００千円 

新規採択事業数 ７件 

交付決定額 １３，７２３千円 

（イ）○新地域資源を活用し直近３年以内に商品化した商品の販路開拓 

助成率 中小企業者１／２  小規模企業者２／３ 

助成限度額 １，０００千円 

新規採択事業数 ４件 

交付決定額 ３，２７７千円 

 

②ファンド管理 

事業説明会、フォローアップ、審査委員会運営等のファンド管理のための事

務を行いました。 

 

（２）ふるさと企業育成ファンド（８７，９２７，８０２円） 

県内中小企業の元気再生につなげるためにふるさと企業育成ファンドの運用益で

支援してきた県内中小企業や創業者に対するアフターフォローのほか、県内ものづ

くり企業への技術系人材の就職促進に対して支援しました。 



 

①新分野展開スタートアップ支援事業 

これまで本事業にて支援してきた中小企業に対する助成金交付やアフターフ

ォローを行いました。 

○対象事業   既存事業の経営資源を活用した経営の多角化や事業転換 

○助成条件   助成率 ２／３  助成限度額 １０，０００千円 

○助成金交付 

        過年度に交付決定した助成事業が完了したことにより、助成金を交付。 

交付実績 １１件   交付額 ６３，３８４千円 

 

②創業支援事業 

      これまで本事業にて支援してきた創業者に対する助成金交付を行いました。 

○対象事業   創業者が行う地域の需要や雇用を創出する事業 

○助成条件   助成率 ２／３  助成限度額 ２，０００千円 

○助成金交付 

        過年度に交付決定した助成事業が完了したことにより、助成金を交付。 

交付実績 ８件   交付額 １２，９１３千円 

 

③ものづくり人材育成修学資金貸付支援事業 

県内外の理工系大学院（修士課程・博士課程）に在学し、県内ものづくり企

業に就職を希望している学生に対して、修学資金を貸与しました。 

○貸与金額   月額６万円  

○返還免除条件 県内に本社または生産拠点を有するものづくり企業に就

職し、継続して７年間勤務 

○貸与決定学生数 ９名   貸与額 １０，８００千円 

 

（３）新 新事業チャレンジステップアップ事業（４６，４８２千円） 

ふるさと産業の成長発展の促進を図るため、高い成長意欲と優れた技術を持つ中

小企業の企業規模拡大に向けた新事業展開の取り組みに対して支援しました。 

○補助対象  県内中小企業者のうち年間売上高が１０億円未満の者 

○助成条件  助成率 ２／３  助成限度額 ５，０００千円 

       ※ 経営戦略のブラッシュアップに向けたコンサルティン

グ等の経費について１，０００千円上乗せ支援 

○採択者数  １２件   交付決定額 ４３，４１５千円 

 

（４）新 ふくい地域経済循環ファンド  

高い成長意欲と優れた技術を持つ企業の規模拡大を促すため、県内金融機関と協

力して１００億円（金融機関８０億円、県２０億円）のファンドを創設。 



 

 

（５）おもてなし産業魅力向上支援事業（６６，４９９，４４９円） 

北陸新幹線の本県開業にあわせ、本県に数多くの観光客やビジネス客が訪れるこ

とが見込まれる。そこで、高速交通開通アクション・プログラムのエリアおよび各

エリアをつなぐ幹線道路沿いのおもてなし店舗等における観光客等の受入れ態勢整

備について支援しました。 

①店舗・施設改装設備導入 

○補助対象   食品・工芸品等製造事業者、飲食店、土産品店、宿泊施設 

  ○助成条件   助成率 ２／３  助成限度額 ３，０００千円 

       ◯採択者数  ２５件   交付決定額 ６６，６１７千円 

     

②商品開発 

○補助対象   食品・工芸品等製造事業者 

  ○助成条件   助成率 ２／３  助成限度額 ２，５００千円 

◯採択者数  ２件  交付決定額 ３，１４２千円 

     

 

（６）新 デジタル技術活用促進事業（６０，１５５，４８９千円） 

  ＤＸ化を促進するために必要なＩＴシステム導入の費用を支援しました。 

     ①ＩＴ導入支援補助金 

○助成対象： 国の IT導入補助金を活用して社内システムの連携を実施 

する企業を上乗せ支援 

◯助成条件： 補助率１／２  補助上限額 ２，２５０千円 

       ◯採択件数  ２１件  交付決定額 ９，２２１千円 

 

     ②IoT･AI･ロボット等導入促進事業補助金 

       ○助成対象： ＩｏＴ･ＡＩ･ロボット等を活用して、生産性の向上や新製 

品、新サービス創出を目指す企業を支援 

○助成条件： 補助率１／２ 

補助上限額 ＩｏＴ ２，０００千円 

ＡＩ・ロボット １０，０００千円 

       ◯採択件数  １２件  交付決定額 ４９，６１５千円 

 

③５Ｇ通信環境を活用した実証事業補助金 

       ○助成対象： ５Ｇ通信環境を活用し、新サービス・新商品の開発等を行 

う企業を支援 



       ○助成条件： 補助率２／３  補助上限額 １０，０００千円  

       ◯採択件数  １件   交付決定額 ２，３６７千円 

 

（７）学生ベンチャー・チャレンジ応援事業（１，４９５，０６０円） 

若者の新しい視点に基づく創業、新サービスの創出を促進するため、学生等の

起業にかかる経費や初期段階における活動経費を支援しました。 

○助成条件 助成率１０／１０  助成限度額９５０千円 

     ○交付件数 ３件   交付決定額 ２，７５３千円 

 

（８）ＵＩターン移住創業支援事業（１０，７０２，６８４円） 

県外からのＵＩターンによる創業者に対する助成制度を創設し、ＵＩターン者の

スキルを活かした創業を促進することにより、本県の開業率の向上・県内産業の

活性化を図りました。 

     ○助成対象者 県外から移住し、県内で創業するもの 

○助成条件  助成率 ２／３  助成限度額 ２，０００千円 

○助成件数  ７件  交付決定額 １２，０００千円 

  

   （９）設備貸与（６６，４１１，１４７円） 

①小規模企業者等設備貸与 

小規模企業者等の設備導入を、低利の割賦販売で支援しました。また、こ

の制度を利用中の企業に対して、経営指導などのフォローアップを行いまし

た。 

  ［事業実施状況］ 

○貸与実績 １件 ８，８００千円 

                               

②設備貸与債権管理 

過年度までに設備貸与事業で貸与した利用者からの割賦料もしくはリース

料の回収、利用者に対する経営指導などのフォローアップ、および県に対す

る借入金の償還等を行いました。 

［債権管理状況］ 

○正常債権の状況 

年度末残額   ５６百万円（割賦 43 百万円、リース 12 百万円） 

○未収債権の状況 

年度当初未収債権額 １５．３百万円 （４件） 

年度内増加額     ０．７百万円 （１件） 

年度内減少額     ２．０百万円 （４件） 

年度末残高     １４．０百万円 （４件） 

［利用状況調査および巡回指導事業の実施状況］ 



  ○利用状況調査 ９件    巡回指導の実施 ９社 

 

技術開発・デザイン振興に関する事業 

【公益目的事業４】（２７８，８８１，６２１円） 

県内産業を支える企業のモノづくりのための技術開発、新技術の研究開発、国や他機

関の公募型の受託事業および補助事業を活用した産学官金の緊密な連携・交流、商品企

画やデザイン活用によるブランド力強化のためデザイナーの派遣や研修、大都市圏で活

躍するバイヤー等による市場戦略指導などを通じて、技術開発・商品開発の促進、経営

基盤の強化等を総合的に支援しました。 

 

（１）ふくいブランドものづくり推進（８，５８７，０３５円） 

①ふくい産業技術広報 

技術情報を掲載した機関誌「テクノふくい」の発行や、大学や公設試の技術

シーズ展示等を実施しました。 

○機関誌発行  ２回（デジタルブックにて発行）  

○展示会出展  （北陸技術交流テクノフェアなど）  

 

②新技術・新工法展示商談会 

県外大手企業等が要求する技術ニーズや製品等と県内企業の技術シーズや製

品とのマッチングを図るため、成長産業であるヘルスケア関連分野の機械要

素・加工技術を一堂に集めた商談型専門技術展『第 12 回ヘルスケア・医療機器

開発展（東京）』に福井県ブースを出展しました。 

〇出展企業・機関数 ６企業   〇商談設立件数 ３件（会期中） 

 

③技術研究開発マンパワー育成 

将来の技術研究開発を担う人材を育成するため、繊維分野における優秀な県

内技術者・研究者２名・１グループを表彰しました。また、若手技術者・研究

者の海外展示会での先端技術の発表に対して助成しています。 

○表彰   繊維技術功績賞      ２名、１グループ  

○助成   次世代技術国際発信支援  ０件  

 

④オープンイノベーション推進部運営 

産学官連携の推進を図るための事務を行いました。 

 

（２）産学官連携・交流（１，７６２，２３２円） 

①産業技術コーディネート 

先進施設等の調査を行い、また企業の技術者とともに大学研究室訪問を実施

するなど、技術ニーズと研究シーズのマッチングのためにコーディネート活動



を行いました。 

○ふくいオープンイノベーション推進機構の運営 

○イノベーションリサーチ交流会（ＩＲ交流会）の開催  ９８回 

 

   ②産総研等連携推進  

産業技術総合研究所（産総研）やＮＥＤＯ等と県内企業とのマッチングや、

共同研究に向けた可能性試験調査研究（ＦＳ）を支援することにより、県内企

業の新たな研究開発の促進や販路開拓を支援しました。 

○マッチングイベントの開催（ショートセミナー等）６回  

○産総研連携研究支援（可能性試験調査研究）    １件  

   

③研究開発創出・補完研究開発支援 

当センターがこれまでに推進してきた産学官共同研究プロジェクトの成果を

活用し、実用化を目指して研究開発していく企業の補完研究を支援しました。 

その他、冊子「産学官共同研究プロジェクト」を作成・配布しました。 

 

（３）広域的連携技術研究開発（２１０，４００，０７６円） 

①戦略的基盤技術高度化支援［経済産業省補助］ 

中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律に基づく技術分野の向

上につながる研究開発からその試作までの取り組みを支援しました。 

［研究テーマ］ 

      Ａ 波長カットフィルムを用いた視覚補正カスタマイズレンズ製造技術の   

開発と実用化システムの構築 

       （㈱ホプニック研究所、三井化学㈱、北里大学） 

Ｂ 高圧配管用継手の機械加工ラインにおける画像認識ＡＩ活用による内

面バリ検査自動化システムの開発 

 （㈱日本エー・エム・シー、福井大学） 

Ｃ 既存心臓人工弁尖材料の課題を自己組織化で克服する経編の応用 

（福井経編興業㈱、大阪医科薬科大学） 

Ｄ 要介護者のＱＯＬ向上と介護者の業務負担軽減を実現するＡＩ活用型 

非接触排泄予測システムの研究開発 

（㈱永和システムマネジメント、福井大学） 

Ｅ 安全・審美性・機能性に優れ「建築の質向上」に貢献するガラス三軸織 

天井材の開発 

（サカセ・アドテック㈱、日本大学、ものつくり大学、

福井大学） 

Ｆ 洗浄可能で環境に配慮した航空機座席用軽量多層構造織物クッション 



材の研究開発 

（永平寺サイジング㈱、横浜ホームラバー㈱、金沢大学、

福井大学、福井県工業技術センター） 

 

Ｇ 微量液滴アトマイズ法による金属粉末の革新的製造技術開発 

（大研化学製造販売㈱、大研化学工業㈱、東北大学、 

産業技術総合研究所、福井県工業技術センター） 

       Ｈ 省エネ・快適性に貢献する自動車シート材に対する安定した超音波パ 

ンチング連続加工（量産）技術の研究開発 

                （（株）マルヤテキスタイル、福井大学、福井県工業技 

術センター） 

［研究期間］ 

Ａ 令和元年度～令和３年度（３年間） 

Ｂ 令和元年度～令和３年度（３年間） 

Ｃ 令和２年度～令和３年度（２年間） 

Ｄ 令和２年度～令和４年度（３年間） 

Ｅ 令和２年度～令和４年度（３年間） 

Ｆ 令和２年度～令和４年度（３年間） 

Ｇ 令和２年度～令和４年度（３年間） 

Ｈ 令和３年度～令和５年度（３年間） 

 

②中小企業等外国出願支援 

特許や商標などの知的財産を活用し海外事業展開を図る中小企業に対して、

戦略的な知的財産の外国出願支援を行いました。 

○支援企業数 ７社 １０件 

 

③地域イノベーション・エコシステム形成プログラム［文部科学省補助事業］ 

福井大学産学官連携本部およびふくいオープンイノベーション推進機構と連

携し、福井大学が有する光の制御技術をコアとした超小型光学エンジンの用途

展開、事業化を推進するための支援を行いました。 

○ふくい光学エンジン研究会の開催 １回 

○第 12回ヘルスケア・医療機器開発展」（東京）へ出展 

○各種学会等調査 

○可能性試験委託 ２件 

 

④新規分野への研究成果転用支援 

○新規分野への転用を支援するプロジェクトマネージャー1 名、 



連携コーディネーター2 名を配置 

○新規分野の展示会出展、事業化事例および評価技術の講習会を開催 等 

＜展示会出展＞ 

展示会名  ：メッセナゴヤ２０２１    

出展者   ：８４０社・団体    来場者数  ：３６，８６８名 

福井県出展者：１０社  

 ＜講演会＞ 

1. 「航空・宇宙分野における信頼性向上のためのマネジメント」講演会 

（ふくい宇宙産業創出研究会と共催）    

場 所  福井県工業技術センター Ｂ２０６ 

       参加者  ３７名 

2. 「モビリティ分野へのＣＦＲＰの応用」講演会（ＦＯＩＰ、ＦＣＣと共催） 

場 所  福井県工業技術センター C１０１ 

参加者  ９９名 

 

⑤研究開発フォローアップ 

戦略的基盤技術高度化支援等の受託事業について、事業終了後の補完研究、

事業化状況、新事業展開等のフォローアップ等を行いました。 

 

（４）受託研究・共同研究（１０，２６９，８８７円） 

県内ものづくり企業等の技術・製品の成長分野への進出を促進するため、県外企

業等から研究に要する経費を受入れ、オープンイノベーション推進機構をとおして、

受託研究や共同研究を実施しました。 

 

（５）技術情報化推進（９２４，５０５円） 

福井県工業技術センターの技術開発成果等をインターネットや小冊子で広く周知

する事業を福井県から受託して行いました。 

 

（６）デザイン情報提供（４２７，４１２円） 

①デザイン情報の収集・発信 

さまざまなデザイン情報を収集し、インターネットや情報誌などを用いて、

県内企業やデザイナーに情報を配信しました。 

○Facebookを活用した情報提供（随時） 

○デザインライブラリーの整備(デザイン関連雑誌５誌他) 

 

②デザイナーバンクの整備 

県内デザイナーを活動別に分類・登録し、企業等に紹介しました。 



○登録公開デザイナー数 ７４名 
 

③デザイン指導相談 

企業が抱えるデザインに関する課題に対して、職員が相談および指導を行い

ました。 

○指導相談件数  １，０４５件 

       

④職員の派遣(審査員、委員、講師等)    

審査員等として職員を派遣し、デザイン啓発支援を行いました。 

○派遣件数  ８件 

 

（７）デザインラウンジ交流（１，１１０，７２１円） 

県内産業のデザイン力および市場への販路開拓力の向上を目的に、福井ものづく

りキャンパス施設等を活用した展示企画を実施しました。 

○県内企画（実施回数  ７回） 

    

（８）福井ものづくりキャンパス教室運営（４，９９６，５３７円） 

     福井ものづくりキャンパスを、ものづくり産業の振興や人材育成の拠点として活

用するために、ものづくり企業、職人、デザイナー、学生など幅広い層を対象に講

座・教室等を開催しました。 

○メディア発信  

「ものづくりラジオ」 

実施方法  FM福井 番組「Morning tune」内コーナーにて放送    

実施回数  全１２回（各２０分） 

○講座・教室 

会場：福井ものづくりキャンパス ワークルーム等 

・だれでもデザイン教室 ３回    参加者数 ５０名 

・工芸ワークショップ  ２回    参加者数 ２４名 

○展示 

 実施回数：「SIX BOX EXHIBITION」5回  来場者数  １０,３００名 

 会場：福井ものづくりキャンパス デザインラボ前フロア 

○広報関係 

福井ものづくりキャンパスの講座・教室等を新たに開設した専用ページに加え、 

ラジオ、インターネット、ＳＮＳ等を活用して広報しました。 

 

（９）産業デザインプロデュース（２，２７４，８１９円） 

①デザイナー派遣 

商品企画、デザイン開発、販路開拓等、企業の要請に応じ、県内の専門デザ

イナーを派遣し、具体的な指導を行いました。 



○派遣企業数  ４社   派遣回数  ２４回 
 

②グループカウンセリング 

団体、企業グループを対象に、市場動向、商品企画、デザイン評価等共通す

る課題に対し、第一線で活躍しているデザイナー等の指導によるカウンセリン

グを行いました。 

○指導グループ数  ５グループ   指導回数 ８回 

 

（１０）福井デザインアカデミー（２，１４１，３７０円） 

県内中小企業の経営者や商品開発担当者に対して、デザインマネジメントや 

商品開発手法、デザインプロモーション戦略等に関する研修を実施しました。 

○ブランディング＆商品開発講座  受講者数  ９名 

 

（１１）デザインコネクト（２，９００，０００円） 

デザインの活用によって成長が期待される企業向けに、デザイン導入時の課題を

解決し、商品・サービスの実現につながるセミナーと展示販売会を開催しました。 

①デザインセミナー  受講者数  ４２２名 

②展示販売会１ 

 会場：福井ものづくりキャンパス 多目的ホール 

内容：「福井の新しいお土産」をテーマに、セレクトショップオーナーが選ぶ 

逸品を紹介する展示販売会 

③展示販売会２ 

会場：福井ものづくりキャンパス 2階 通路のフリースペース 

内容：コンサート等で県内外から訪れる福井ものづくりキャンパスの利用者に 

紹介 

 

 

人材育成に関する事業【公益目的事業５】（１０１，５０８，８６９円） 

企業等の経営者、管理者および技術者等の育成と能力向上を図るための研修を実施し

ました。 

                 

（１）人材育成《集合研修》（１，３５２，１８２円） 

多様な企業のニーズに応じた研修テーマを設定して、集合研修を実施しました。 

○チームビルディングや人事考課などの研修 ３本（7本中止）受講者数 ５９人 

 

（２）福井県中小企業産業大学校運営（５９，１９３，６５７円） 

①中小企業産業大学校施設運営 

指定管理者として、県内中小企業における研修や会議等に必要な経営者や従



業員の経営管理または技術に関する研修等に必要な施設・設備の提供や、維持

管理等の運営業務を行いました。新型コロナウィルス感染症対策を行い、利用

者が安心して利用できる環境を整えました。 

○施設貸出件数  １，８５８件  
 

②経営・技術人材育成 

中小企業の経営者、管理者および技術者等の育成と能力向上を図るための研

修を実施しました。 

○新社会人研修や現場改善などに関する研修 ２５講座   受講者数３９４人 

○眼鏡およびその他の専門分野の 

生産技術に関する研修     ３講座  受講者数 ４４人 

○産業技術専門学院連携実務講座       １講座  受講者数  ５人 

○公開講座（産業技術専門学院連携）     １講座  受講者数 ４９人 

 
③キャリアアップ支援 

中小企業産業大学校に「リカレント教育総合支援センター」を設置し、働き

ながら学ぶ従業員のキャリアアップを支援しました。また、企業の人材育成計

画についての相談には、それぞれの課題やニーズにあわせて支援しました。 

○大学等の講座情報の収集および提供 

○自主学習支援ブースの設置  利用人数 ６８６名 

○通信制大学の入学説明会等の誘致 

○キャリアアップに関する相談実施 

相談件数  専門家対応 ４件  職員対応 ６５件     

 

（３）ものづくり改善事業  

①ものづくり改善インストラクタースクール  

県内ものづくり企業の生産現場の問題把握や業務改善の助言・指導を行う人

材を育てる「福井ものづくり改善インストラクタースクール」を開講しました。 

受講者：１３名 

ものづくり改善インストラクター派遣では、スクールを修了した企業ＯＢを

専門家として、有料で県内企業に派遣し、具体的な現場改善活動を支援しまし

た。 

インストラクター派遣数  ５企業 延べ２５回 

②ものづくり改善提案具体化事業 （５７２，５７６円） 

「ものづくり改善インストラクタースクール」において「現場改善実習」や「派

遣事業」を実施した企業からの要望を受け、改善提案の次のステップとして、

現場での実践・展開を通して具体的な生産性向上につなげる「改善提案の具体

化」の支援をしました。  

インストラクター派遣数  ２企業  延べ１５回 

 



企業等の個別の要望に対して実施する経営支援等に関する事業 

【収益事業１】（４，３１２，１３６円） 

中小企業等の成長促進のため、公益事業で行っている事業では対応のできない、企業

等が求める個別具体的な課題解決に対し、専門性の高いニーズに対応するため、当セン

ターが持つ支援機能およびネットワークを活用して支援を行いました。 

 

（１）経営コンサルティング（４１３，４３１円） 

新型コロナ対策の相談対応に注力するため、今年度は実施しませんでした。 

 

（２）教育コンサルティング（１，８８０，３４５円） 

○実施件数 8社（１０件） 

 

（３）デザイン受託（１，９６５，０８２円） 

行政、公共団体等からデザイン制作等を受託して、デザイン振興部の企画管理の

もと、県内デザイナー(デザイナーバンク等)を活用して制作を行いました。 

○受託件数 ２件 

 

 

法人事業（５２，３４０，５２２円） 

事務所および情報機器等の借上・運営や、資質向上を図るための職員の研修など、法

人の運営・管理を行いました。 

①法人運営に要する事務局経費 

②職員能力開発強化 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中小企業基盤整備機構の中小企業大

学校で開催される研修等への職員派遣は中止しました。 


